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やさしく走ろう泊のみち

・・・・・今月の主な内容・・・・・・・・・・・・・・・

月

◆ご長寿おめでとうございます
◆長寿医療制度のお知らせ
◆伊方町との相互交流
◆日本海ニコニコ元気村トピックス
◆ＨＯＫＫＡＩＤＯとまりマラソン２００８交通規制のお知らせ
◆くらしの告知板
◆とまり木文芸

９９９

愛媛県伊方町子供親善大使来村愛媛県伊方町子供親善大使来村〈平成２０年７月31日〉〈平成２０年７月31日〉

（鰊御殿とまり於）（鰊御殿とまり於）
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村
で
は
、
９
月
12
日
（
金
）
午
前
11
時

か
ら
、
75
歳
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
を
泊

村
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
は
、
昭
和
８
年
ま
で
に
誕
生
さ

れ
た
方
で
、
４
０
８
人
で
す
。
最
高
齢
者

の
萬
谷
ギ
ン
さ
ん
（
101
歳
）
で
す
。

　

当
日
は
、
遠
く
の
方
は
車
で
送
り
迎
え

を
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を
、
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
お
名
前
の
も
れ
て
い
る
方
が
、

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
住
民
福
祉
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
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77)

杉
田　

義
德(

77) 　

石
山
美
智
子(

77)

　

馬
キ
ヨ
子(

76) 　

佐
々
木
定
美(

76)

倉
科　

孝
治(

75) 　

鈴
木　

保
信(

75)

萬
谷　

ギ
ン(

101) 　

横
野　
　

仁(

98)
横
野　

豊
惠(

97) 　

井
上　

ト
ミ(

96)

宮
崎　

末
子(

96) 　

遠
藤
き
く
の(

95)

對
馬
亀
世　

(
95) 　

長
尾　
　
　

(

95)

西
田
テ
ツ
ヱ(

94) 　

伏
見　

フ
サ(

93)

松
本　

キ
ン(

93) 　

髙
岡　

ノ
ブ(

92)

堀
内　

と
よ(

92) 　

三
浦　

キ
ク(

92)

田
中　

經
子(

91) 　
　

巻　

キ
ヨ(

91)

大
友
タ
ヨ
子(

91) 　

工　
　

イ
セ(

91)

田
附　

愛
子(

91) 　

遠
山　

セ
ツ(

89)

竹
内
タ
マ
ノ(

89) 　

押
切　

末
吉(

89)

山
口
シ
ヅ
ヱ(

89) 　

尾
上　

律
子(

89)

　

田
ミ
サ
オ(

89) 　

末
國
ミ
サ
ヲ(

89)

岡
本　

藤
子(

89) 　

壁　

キ
ミ
エ(

88)

安　

ま
つ
子(

88) 　

吉
田　

美
都(

88)

佐　
　

文
子(

88) 　

笹
谷
と
し
ゑ(

88)

宮
﨑
ミ
ヨ
ヱ(

87) 　

梅
川
ヨ
シ
ヱ(

87)

工
藤
ヨ
シ
ヱ(

87) 　

成
田　

き
よ(

87)

干
場　

ト
ミ(

86) 　

新
井
田
ア
ヤ(

86)

佐
々
木
キ
ミ(

84) 　

木
村
ヨ
エ
子(

84)

佐
々
木
京
子(

84) 　

押
切　
　

榮(

83)

吉
田
キ
ヨ
ミ(

81) 　

吉
井
は
つ
ゑ(

81)

宇
留
間
圭
子(

79) 　

小
林　

リ
ヨ(

78)

山
崎
カ
ツ
子(

78) 　

田
中　

リ
ソ(

78)

田
中　

一
男(

77) 　

秋
山　

照
勝(

77)

嶋
本　
　

昭(

77) 　
　

木　
　

茂(

76)

北
畠　

リ
ヱ(

76)

堀

株

地

区

む
つ
み
荘(

養
護)

炭

鉱

地

区

渋

井

地

区

む
つ
み
荘(

特
養)



５ ● 広報 とまり　2008年９月号 ●

長寿医療制度
(後期高齢者医療制度)のお知らせ

●年金差し引きから納付書でのお支払いに変更できます。
　　保険料が年金から差し引かれている方（今後差し引かれる予定の方も含みます。）のうち、次のいずれかに当
　てはまる方は、市町村への申し出により納付書で納めることができます。
①国民健康保険料(税)を世帯主として確実に納めていた方
　（過去２年間未納がない方）
　⇒ 本人の納付書から納められます。
②世帯主か配偶者がいる年金収入180万円未満の方
　⇒ 世帯主か配偶者の納付書から納められます。

＊年金差し引きから納付書でのお支払いに切り替わる時期は､
　市町村への申し出の時期により異なります。
＊詳しくは、お住まいの市町村へお問い合わせください。

●医療費の自己負担額が高額になったとき～高額療養費を支給します。
　１か月に支払った医療費の自己負担額が限度額を超えた場合は、高額療養費として限度額を超えた額を支給しま
す（限度額は、【表１】のとおりです。）。
　該当する方には、口座に振り込む前に支給決定通知書でお知らせします。
　また、該当する方のうち、まだ振込口座を登録していない方には申請書をお送りしますので、お住まいの市町村
に提出してください（申請書を一度提出すると、その後は自動的に口座に振り込まれます。）。

●入院したときの費用～食費や居住費がかかります。
　入院したときは、かかった医療費の自己負担額のほかに、食費を自己負担します【表２】。
　なお、療養病床に入院したときは、食費と居住費を自己負担します。

保険料は税金の控除の対象となります。

　保険料は、所得税や個人住民税の社会保険料控除の
対象となります。
　保険料が年金から差し引かれている場合は、差し引
かれている方の控除の対象となります。

【表１】　高額療養費の自己負担限度額（月額）

【表２】入院したときの食費及び居住費

お問い合わせ先 泊村役場住民福祉課保険係　　　　電話 ０１３５－７５－２１３２
北海道後期高齢者医療広域連合　　電話 ０１１－２９０－５６０１

※１　医療費が267,000円を超え

　　た場合は、超えた分の１％

　　が加算されます。

　　　また、過去12か月の間に、

　　外来＋入院の支給を４回以

　　上受ける場合、４回目以降

　　の限度額は、44,400円です。

※２　住民税非課税世帯（区分Ⅰ・Ⅱの方）は、入院の際に「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要に 

　　なりますので、お住まいの市町村に申請してください。

所　得　区　分 外来の限度額
（個人ごと）

外来＋入院の限度額
（世帯ごと）

現役並み所得者 44,400円

12,000円

8,000円

44,400円

24,600円

15,000円

80,100円＋１％※１

一　　　　　般

区分Ⅱ

区分Ⅰ

住民税
非課税
世　帯

現役並み所得者

一　　　　　般

所　得　区　分 入院したとき
１食当たりの食費 １食当たりの食費 １日当たりの居住費

療養病床に入院したとき

260円

260円
210円

（90日を超える入院は160円）

130円
（老齢福祉年金受給者は100円）100円

460円

460円

210円
320円

（老齢福祉年金受給者は0円）

320円

320円

320円区分Ⅱ

区分Ⅰ

住民税
非課税
世　帯



６● 広報 とまり　2008年９月号 ●

○中学校での外国語授業の補助　
○英会話教室の開催
○外国語指導・国際交流等への協力

今後の

活動予定

泊
村
外
国
語
指
導
助
手 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド・カ
ミ
ン
グ
ス
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

泊
村
外
国
語
指
導
助
手 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド・カ
ミ
ン
グ
ス
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

泊
村
で
は
平
成
12
年
度
か
ら
外
国
語

指
導
助
手（
A
L
T
）を
配
置
し
て
、外

国
語
教
育
の
充
実
と
青
年
交
流
に
よ
る

地
域
段
階
で
の
国
際
交
流
の
発
展
を
図

って
お
り
、小・中
学
校
への
派
遣
や
、英
会

話
教
室
等
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、７
月
30
日
で
任
期
が
終
わ

り
ア
メ
リ
カ
へ
帰
国
し
た
ジ
ェフ・バ
ン
ハ
ー

ト
さ
ん
に
代
わ
り
、デ
イ
ヴ
ィッ
ド・カ
ミ
ン

グ
ス
さ
ん
が
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て

採
用
に
な
り
ま
し
た
。

　

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
さ
ん
は
８
月
４
日
来
村

さ
れ
、少
し
で
も
早
く
泊
村
の
生
活
に
慣

れ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。泊
村
や
日

本
の
こ
と
に
関
し
て
、い
ろ
い
ろ
興
味
と
親

し
み
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
会
い
さ
れ

た
と
き
は
、
笑
顔
で
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

プロフィール

　

泊
村
長
寿
者
褒
賞
条
例
に
基
づ
き
、

村
内
で
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
御
高
齢
者
に
対
し
、

長
寿
の
お
祝
い
金
と
し
て
支
給
し
て
お
り

ま
す
。
８
月
11
日
に
満
90
歳
を
迎
え
ら

れ
た
泊
地
区
の
工　

リ
ヱ
さ
ん
へ
、
村
か

ら
、
お
祝
い
状
と
お
祝
い
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
て
、お

元
気
で
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
!! 

長
寿
祝
い
金（
長
寿
者
褒
賞
）

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
!! 

長
寿
祝
い
金（
長
寿
者
褒
賞
）

泊地区　工　　リヱさん（90歳）泊地区　工　　リヱさん（90歳）
　生まれたところは泊村の盃カブト地区です。兄弟は10
人いて８番目で、子供は５人おります。
　毎日、昔の料理やのり、ふのりを食べています。肉はあ
まり食べません。今は本当に元気です。好き嫌いなくなん
でも食べています。毎日の楽しみはテレビを見ることで、
大好きな相撲を見ることが一番の楽しみです。長生きの
秘訣は、寝てばかりいたらいけないから、家を掃除しなが
ら体を動かすことです。皆さんにお世話になっております、
これからもよろしくお願いします。　　
　笑顔を絶やさず、質問した私たちにやさしくお答えに
なってくれました。

長
寿
祝
い
金（
長
寿
者
褒
賞
）に
つ
い
て
の

お
問
合
わ
せ
は　

役
場
住
民
福
祉
課

７
５　

２
１
３
４

村
内
に
引
き
続
き
30
年
以
上
住
所
を

有
し
、か
つ
、現
に
10
年
以
上
居
住
し
て

い
る
方
。

資
格
要
件

◎
90
歳
に
達
し
た
方
…
35
万
円

◎
95
歳
に
達
し
た
方
…
35
万
円

◎
100
歳
に
達
し
た
方
…
30
万
円

泊村の皆さんへメッセージ
　皆さん、泊村に来ることができてとてもうれしく思ってい
ます。泊村の景色は美しく、気候も東京や私の故郷メンフィ
スと比べて大変良いと思います。村民の方々や、泊中学校
や公民館での英会話教室の皆さんにお会いし、英語で話し
たり交流するのを楽しみにしています。

国　　　籍 アメリカ合衆国
出　身　地 テネシー州　メンフィス市
出　身　校 ジョージタウン大学
趣　　　味 映画鑑賞・歌うこと
好きな食べ物 カレーライス・お好み焼き・焼きそば

デイヴィッド　カミングス

DAVID CUMMINGSDAVID CUMMINGS
外国語指導助手

（任期：平成21年８月

　　　３日まで１年間）

生年月日：

1986年４月７日　22歳
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泊村泊村

愛媛県・伊方町愛媛県・伊方町

　

姉
妹
町
村
の
愛
媛
県
伊
方
町
か
ら
小

学
６
年
生
30
名
の
子
供
親
善
大
使
が
泊

村
を
訪
れ
、
本
村
の
小
学
６
年
生
と
交

流
を
図
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
泊
村
公
民
館
で
行
っ
た
歓
迎

式
典
で
は
、
牧
野
村
長
か
ら
歓
迎
の
挨

拶
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、「
泊
村
漁
業
栽
培
セ
ン

タ
ー
」「
鰊
御
殿
と
ま
り
」「
泊
村
ア
イ
ス

セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
て
、
最
後
に
泊

小
学
校
で
泊
村
と
伊
方
町
の
子
供
た
ち

が一緒
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
鍋
を
囲
み
、
連

絡
先
の
交
換
な
ど
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
供
達
に
と
っ
て
こ
の
交
流
は
、
お
互

い
に
歴
史
や
文
化
を
吸
収
し
合
い
、
広
い

視
野
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
意
義
の
あ

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

泊
小
学
校
６
年
生
18
名
が
親
善
大
使

と
し
て
伊
方
町
を
訪
れ
、
地
元
の
子
供

た
ち
と
の
交
流
や
、
40
度
の
ハ
ウ
ス
内
で

の
み
か
ん
狩
り
な
ど
、
伊
方
町
を
は
じ

め
四
国
・
中
国
地
方
の
歴
史
や
文
化
・

自
然
な
ど
を
学
び
、
見
聞
を
広
め
て
き

ま
し
た
。

　

姉
妹
縁
組
を
結
ん
で
い
る
伊
方
町
の

イ
ベ
ン
ト
「
き
な
は
い
や
伊
方
ま
つ
り
２

０
０
８
」
に
参
加
し
、
村
の
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
は
じ
め
伊
方
町
の
み
な
さ
ん
と
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

と
ま
り
マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
８
で
の
来
村

を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

愛
媛
県
伊
方
町
子
供

親
善
大
使
来
村

愛
媛
県
伊
方
町
子
供

親
善
大
使
来
村

泊
村
子
供
親
善
大
使

伊
方
町
を
訪
問

泊
村
子
供
親
善
大
使

伊
方
町
を
訪
問

き
な
は
い
や
伊
方

ま
つ
り
２
０
０
8

き
な
は
い
や
伊
方

ま
つ
り
２
０
０
8

～～７
26

７
29

７
27

７
31

歓迎式典歓迎式典泊村栽培漁業センター泊村栽培漁業センター鰊御殿とまり鰊御殿とまり

泊村アイスセンター泊村アイスセンター 泊村アイスセンターでのスケート泊村アイスセンターでのスケート昼食会(泊小学校)昼食会(泊小学校)

愛
媛
県
伊
方
町
と
の

相
互
交
流

愛
媛
県
伊
方
町
と
の

相
互
交
流
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　とまり保育所では、ササに星や天の川、願い事を書いた

短冊などを64人の園児全員で飾り付けました。

　短冊には、「ケーキ屋さんになりたい」「レスキューホース

になりたい」など思い思いの願い事が書かれてありました。

　飾り付けたササをかこんで、「たなばたさま」を歌ったり、

踊ったりして楽しみました。

10
７

8
7 とまり保育所七夕まつり

　とまりフラワーロードの会（会長　藤巻みや

子）と小樽開発建設部岩内道路事務所は、役場

庁舎横を通る国道229号線沿いの同開建により

造成された花壇に、約３千株の花の苗の植え付

けを行いました。

10
７

8
3 フラワーロードの会   役場庁舎国道沿いに３千株植栽

　法務省が首唱する「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、

犯罪の防止と罪を犯した人たちの更正について理解を深め、それぞ

れの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こ

うとする全国的な運動です。

　この運動は地域住民の理解と参加が重要なことから、泊村におい

ても、住民ミニ集会が泊村公民館で開催され、犯罪や非行の防止と

更正などについて話し合いました。

10
７

8
6 第５８回社会を明るくする運動住民ミニ集会

海海日日 本本

ニコニコ トピックス元
気村

海海日日 本本

ニコニコ トピックス元
気村

渋井地区　櫻井宅　ひまわり畑渋井地区　櫻井宅　ひまわり畑



９ ● 広報 とまり　2008年９月号 ●

□お問い合わせ　ＨＯＫＫＡＩＤＯとまりマラソン２００８事務局  泊村役場・企画振興課　(0135)75－２８７７

『ＨＯＫＫＡＩＤＯとまりマラソン2008』参加種目内訳

　９月14日(日)の「ＨＯＫＫＡＩＤＯとまりマラソン2008」開催に伴い、下記の区間が各コースの

走路となるため、次の時間帯を交通規制(通行止め等)させて頂く予定ですので、皆様方には大変ご

迷惑をお掛けしますが、ご協力お願い申し上げます。

３
Ｋ
ｍ

小 学 生 （ 低 学 年 ）

小学生（高学年男子）

小学生（高学年女子）

一 般 女 子

5 0 歳 以 上 男 子

親 子 ペ ア

小 計 980人

交通規制のお知らせ交通規制のお知らせ

HOKKAIDOとまりマラソン2008HOKKAIDOとまりマラソン2008
開催日時 ９月14日(日)

AM９:40スタート！

980名
３kmコース　382名
５kmコース　598名

参加応募総数

36人

50人

42人

78人

80人

(48組)    　96人

382人

５
Ｋ
ｍ

2 9 歳 以 下 男 子

3 0 ～ 3 9 歳 男 子

4 0 ～ 5 4 歳 男 子

5 5 歳 以 上 男 子

一 般 女 子

小 計

121人

140人

183人

103人

51人

598人

合  　　　　　　　　　計

＊堀株交差点信号機より約100ｍ程市街地側より堀株神
社付近まで

＊堀株裏通線（全線）

＊原子力環境センター前から町道八万二号線と町道ビ
シャムナイ線の交差点手前まで

＊原子力ＰＲセンター「とまりん館」前から原子力環
境センターまで

午前９時10分～午前11時10分まで通行止め

午前10時10分～午前11時10分まで通行止め

午前10時20分のスタート直前から宮丘市街地周

回後の全走者国道通過まで

堀株市街地及び堀株裏通線（３･５㎞コース走路）堀株市街地及び堀株裏通線（３･５㎞コース走路）

国道229号線の一部（５㎞コース走路）国道229号線の一部（５㎞コース走路）

共和町の宮丘市街地及び町道八万線（５㎞コース走路）共和町の宮丘市街地及び町道八万線（５㎞コース走路）

バ
ス
停

●
泊発電所
堀株ゲート

神 社
●

岩内湾

堀株地区集会所●

堀
株
漁
港

ト
ン
ネ
ル

堀株裏通線

堀株通線

北海道原子力
環境センター
北海道原子力
環境センター

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

●

国
道
229号

とまりん館とまりん館

北
海
道
原
子
力

　
環
境
セ
ン
タ
ー

国
道
２
２
９
号

北
電
体
育
館

北電
野球場

児童公園児童公園

児童公園

至
岩
内
町

至
泊
村 町

道
ビ
シ
ャ
ム
ナ
イ
線

道
道
蕨
台
古
平
線



泊発電所３号機建設工事進ちょく状況
（平成２０年７月２０日現在）

建設工事は順調に進んでいます

～泊発電所３号機建設工事の総合進ちょく率は、
　９２．８％に達しています～

①展望台より全景 ②２号機タービン建屋屋上より ③３ｃ道路より定点撮影位置

泊 発 電 所 １ ・ ２ 号 機 の 状 況
■泊発電所１号機（定格電気出力57万９千キロワット）
・第15回定期検査中

・定格熱出力一定で運転中　
■泊発電所２号機（定格電気出力57万９千キロワット）

エネルギー通信エネルギー通信

工事概況

許認可

電源開発調整審議会上程　　　　　　　　　  平成12年10月20日

原子炉設置変更許可申請　　　　　　　　　  平成12年11月15日

公有水面埋立免許取得　　　　　　　　　　  平成13年４月16日

公有水面埋立竣功許可　　　　　　　　　　  平成15年６月16日

原子炉設置変更許可　　　　　　　　　　　  平成15年７月２日

電気工作物変更届出　　　　　　　　　　　  平成15年７月２日

着工(第１回工事計画認可)　　　　　　　 　 平成15年11月21日

第８回工事計画認可(全工事計画認可取得)　　平成18年４月28日

○土木工事

・構内道路工事

　3g・3n道路、バックフィル法尻排水の

　道路工事・排水路工事

・放水口護岸波返擁壁恒久対策工事

原子炉容器上蓋吊込み状況 非常用発電装置試験実施状況
（中央制御室）

○建築工事

・原子炉建屋他新築工事：各所仕上工事

・タービン建屋他新築工事:各所仕上工事

・構内排水設備新設工事　雨水桝、ヒューム管布設工事

○電気機械工事

・１次系設備設置工事

　原子炉建屋、原子炉補助建屋内の

　配管･空調･計装･付帯･保温･塗装工事、

　配管洗浄（フラッシング）･耐圧試験、機能試験

・２次系設備設置工事

　タービン建屋　タービン･発電機･復水器等の機器据付､配管工事､フラッシング

　循環水ポンプ建屋 塗装工事､性能試験

　給排水処理設備･海水淡水化設備 塗装工事､フラッシング対応運転

・電機品据付配線工事

　原子炉建屋、原子炉補助建屋、タービン建屋内の

　電線管工事、電気品搬入･据付、ケーブルトレイ据付、

　ケーブル布設、照明工事、所内通話設備工事、

　計装品の調整、補機･弁の調整試験、機能試験

・付帯設備工事

　補助ボイラー設備 フラッシング対応運転及び調整運転

　屋外消火栓設置工事、３号機本館監視設備設置工事

3n道路 排水路工事状況

主要工程

平成13年 ～ 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

建
設
準
備
工
事
　
開
始

着
工

燃
料
装
荷

運
転
開
始

H13/3 H15/11

H21/2 H21/12

(建設準備工事)

(建  設  工  事)

凡例 　：予定､　：実績

総　　合

土木工事

建築工事

電気機械工事

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

92.8％(1.1％)

99.9％(0.0％)

99.9％(0.0％)

90.1％(1.5％)

工事進ちょく率

（　）は当月の進ちょくを示す。
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泊発電所１号機の
第15回定期検査が行われています

泊発電所１号機の
第15回定期検査が行われています

※国内加圧水型（PWR）プラントにおいて、加圧器逃がし弁用の管台溶接部に、応力腐食割れが発生

した事例に鑑み、国の指示により、原子炉容器の溶接箇所等について、非破壊検査を実施する。

　（泊発電所では、平成16年以降の定期検査において毎回実施）

　電気事業法第54条の規定に基づく泊発電所１号機の第15回定期検査が８月４日から130日間程度の

予定で行われております。

　今回の検査では、原子炉本体や原子炉冷却系統設備などの主要設備の検査のほか、加圧器逃がし弁管

台等溶接部のひび割れに係る検査や蒸気発生器出入口管台溶接部の内表面の点検など国からの指示によ

る検査のほか、その他の工事もあわせて行われます。

　また、検査期間中に燃料集合体121体のうち40体の新燃料集合体に取替える予定です。

○加圧器逃がし弁管台等溶接部のひび割れに係る検査

※国内加圧水型（PWR）プラントにおいて、蒸気発生器１次冷却材入口管台溶接部に亀裂が認められ

た事例に鑑み、国の指示により、蒸気発生器１次冷却材出口管台溶接部の内表面の点検を実施する。

○蒸気発生器管台溶接部の内表面の点検

①高燃焼度燃料の装荷

　※１号機の使用済燃料の発生量低減を図るため、高燃焼度燃料を装荷します。

②制御棒クラスタの増設及び原子炉容器上部ふた取替工事

　※高燃焼度燃料の装荷に伴い、制御棒クラスタの増設及び原子炉容器上部ふたの取替を行います。

③蒸気発生器１次冷却材入口配管及び入口管台溶接部取替工事

　※泊発電所２号機において確認された、蒸気発生器１次冷却材入口管台溶接部での１次冷却材環境下

における応力腐食割れを踏まえ、蒸気発生器１次冷却材入口配管及び入口管台溶接部の取替を行い

ます。

④余剰抽出配管取替工事

　※配管の信頼性向上を図る観点から、余剰抽出ラインの配管取替を行います。

⑤加圧器上部配管及び管台溶接部取替工事

　※配管及び管台溶接部の信頼性向上を図る観点から、加圧器上部配管及び管台溶接部の取替を行いま

す。

○その他

※耐震設計審査指針改訂の趣旨を踏まえ、泊発電所１、２号機の更なる耐震安全性の向上に努める観点

から、自主的に２号機で実施していた

　　①配管支持構造物の改造工事

　　②取水構造物周辺地盤改良工事

　耐震裕度向上工事を引き続き１号機でも行います。

○定期検査以外の工事

●配管支持構造物改造工事

　・泊発電所１、２号機配管支持構造物の部材を地震力に対し強い部材に取替える工事。

●取水構造物周辺地盤改良工事

　・泊発電所１、２号機取水構造物周辺の地盤にセメント系個化剤を噴射・混合し周辺地盤を強固

する工事。
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※Ｐ10～12は平成20年度広報・安全等対策交付金事業により作成しております。

「プルサーマル計画に関する有識者会議」
第３回会議が開催されました

「プルサーマル計画に関する有識者会議」
第３回会議が開催されました

低レベル放射性廃棄物が搬出されました低レベル放射性廃棄物が搬出されました

　泊発電所のプルサーマル導入の計画に伴い、

北海道と岩宇４町村がつくる有識者検討会議（７

人の委員）の第３回会議が８月３日（日）泊村公

民館で開かれました。

　検討会議は、安全協定に基づき設置し、同計画

に対する意見を集めるとともに、すでに計画を進

めている他県の状況を参考にして議論を重ね、安

全確保のために必要な方策を知事と４町村に提言

する役割を持ちます。

　今回の会議では、プルトニウムにウランを混ぜ

た混合酸化物（MOX)燃料の製造から、処理段階

までの安全性について協議されました。

　泊発電所の低レベル放射性廃棄物が平成

20年８月27日に青森県六ヶ所村の日本原

燃㈱六ヶ所低レベル放射性廃棄物埋設セン

ターに搬出されました。

　放射性廃棄物の搬出は、平成13年８月

以来、今回で２度目です。

　今回搬出されたのは、洗濯などの廃液を

濃縮しアスファルトを混ぜて固めた固化体

で、ドラム缶736本（輸送容器92個：８本

ずつ収納）です。

泊発電所２号機の第13回定期検査が終わりました泊発電所２号機の第13回定期検査が終わりました
　電気事業法第54条の規定に基づいて、平成

20年３月13日から行われていた泊発電所２号

機の第13回定期検査は、７月31日に発電を再

開し、負荷試験を行っておりましたが、８月

27日に経済産業省の最終検査である総合負荷

性能検査を受け、定期検査を終了して営業運転

に入っております。

　今回の検査では、原子炉本体や原子炉冷却系

統設備などの主要設備の検査のほか、加圧器逃

がし弁管台等溶接部のひび割れに係る検査や蒸

気発生器出入口管台溶接部の内表面の点検など

国からの指示による検査が行われました。

　また、検査期間中に燃料集合体121体のうち30体を新燃料集合体に取替えました。
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平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
年
度

泊
村
戦
没
者
追
悼
式

泊
村
戦
没
者
追
悼
式

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

　

泊
村
奉
賛
会
（
佐
藤
友一会
長
）
主
催
に
よ
る
泊
村
戦
没
者
追
悼
式
が
、
8

月
22
日
（
金
）、
ご
遺
族
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓
が
列
席
す
る
中
、
泊
村
公
民

館
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
白
い
菊
に
飾
ら
れ
た
祭
壇
を
前
に
参
列
者
全
員
が
起
立
し
て
黙

祷
を
捧
げ
、
泊
村
奉
賛
会
長
か
ら
の
式
辞
、
つ
づ
い
て
北
海
道
知
事
（
代
理
）、

牧
野
泊
村
長
、
北
村
泊
村
議
会
議
長
（
宇
留
間
副
議
長
代
理
）、
北
海
道
連

合
遺
族
会
長
（
代
理
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
追
悼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
後
、
戦
没

者
の
御
芳
名
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
参
列
者
一人
ひ
と
り
が
六
十
六
柱
の
英
霊
に

献
花
し
、
今
後
は
決
し
て

あ
の
悲
惨
な
戦
争
の
歴
史

を
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い

よ
う
に
と
、
平
和
への
誓
い

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
遺
族
を
代
表
し

て
、
泊
村
遺
族
会
の
小
林

慶
三
郎
会
長
の
謝
辞
が
あ

り
閉
式
い
た
し
ま
し
た
。

　

救
急
車
の
配
置
さ
れ
て
い
な
い
消
防
署
泊
支
署
で
、
呼
吸
停
止
や
心
臓
停
止

の
疑
い
が
あ
る
等
、
一刻
も
早
く
救
命
処
置
が
必
要
な
傷
病
者
が
発
生
し
た
場

合
、
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
傷
病
者
の
発
生
場
所
に
向
か
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、
救
急
隊
員
と
し
て
の
資
格
を
有
し
た
消

防
隊
員
が
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
や

各
種
救
命
処
置
を
行
い
、
傷
病
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
救
急
車
内
へ
収
容
す
る
こ
と

を
含
め
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
医
療
機
関
搬
送
ま
で
、
よ
り
効
果
的
な
救
命
処

置
の
連
鎖
を
行
い
、
救
命
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。（
こ
れ
を
救
急

支
援
出
動
（
Ｐ
Ａ
連
携
）
と
い
い
ま
す
。）

　

右
記
の
出
動
の
と
き
に
、
村
民

の
皆
様
に
消
防
車
の
出
動
が
「
消

防
隊
救
急
支
援
（
Ｐ
Ａ
連
携
）」

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
左

右
ド
ア
に
下
記
の
標
識
を
掲
示
し

緊
急
走
行
し
ま
す
。

消
防
隊
救
急
支
援
出
動（
Ｐ
Ａ
連
携
）

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　公正証書は、国から任命

された法律の専門家の公証

人が作成する公文書です。

　遺言、任意後見、尊厳死

宣言、離婚給付・養育費、

年金分割、金銭貸借、土地

建物賃貸借など大切な契約

を公正証書にしておくと、権利の争いを未然に防ぎ、あ

なたの大切な財産を守ります。

　公正証書作成に伴うご相談は、年間を通して土曜、日曜、

祝日を除き無料で行っていますが、今年は特に「公証週

間」中の平日は午後７時まで延長し、10月４日(土)は午

前９時から午後４時まで無料相談を実施します。

　お出でになる際は、電話予約をお願いします。

「老後の安心設計!!
　　それは遺言と任意後見で」
「老後の安心設計!!
　　それは遺言と任意後見で」

～遺言は愛のメッセージ～

10月１日から10月７日は「公証週間」です

問い合わせ
・小樽公証役場

　　小樽市色内１丁目９番１号 松田ビル１階

　　TEL・FAX　0134－22－4530
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くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

【Windows Vistaコース】
　Word2007入門講座（午前10：00 ～ 12：00）
　10月８日～ 10月31日　毎週水・金曜日開催
　　※定員10名（先着順）　受講料：12,000円

【試験対策コース】
　ワープロ３級試験対策講座（午後14：00 ～ 16：00）
　10月６日～ 10月31日　毎週月・水・金曜日開催
　　※定員６名（先着順）　受講料：18,000円

　表計算２級試験対策講座（午後18：30 ～ 20：30）
　10月６日～ 10月31日　毎週月・水・金曜日開催
　　※定員10名（先着順）　受講料：18,000円

　岩内地域人材開発センターでは、
10月に各種パソコン教室を開催
します。

問い合わせ
・岩内地域人材開発センター
　　岩内町字東山8－16
　　TEL　0135－62－2183

パソコン教室 受講生募集の
お知らせ
パソコン教室 受講生募集の
お知らせ

　法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会は、平成

20年９月８日(月)から９月14日(日)までを全国一斉「子

どもの人権110番強化週間」と定めました。

　札幌法務局と札幌人権擁護委員連合会は、いじめ、体罰、

虐待などの相談について、電話で応じる「子どもの人権

110番」特設電話相談所を開設します。人権擁護委員の

中でも、子どもの問題を専門に扱っている「子どもの人

権専門委員」が中心となって、悩みを聞き、アドバイス

をします。秘密は厳守されますので、お気軽にご相談く

ださい。　

　相談時間は、次のとおりです。

　９月８日(月) ～９月12日(金)　午前８時30分～午後７時

　９月13日(土) ～９月14日(日)　午前10時～午後５時

人権擁護委員による「子どもの
人権110番」特設電話相談所開設
人権擁護委員による「子どもの
人権110番」特設電話相談所開設

９月８日（月）～９月14日（日）

０１２０－００７－１１０
　社会保険庁では、年金受給者及び被保険者の方に年金

記録の確認をお願いしております。

　本年４月から５月までの間に年金受給者の方、６月か

ら10月までの間で現役加入者の方に「ねんきん特別便」

（緑色の封筒）をお届けします。

　なお、現役加入者で、自営業、専業主婦、学生などの

方には、直接ご本人へお届けし、会社勤めの方には、会

社を通じて（会社のご協力が得られた場合）又は直接ご

本人へお届けします。

　

☆「ねんきん特別便」が届いた方は年金記録に
「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認
いただき、「もれ」や「間違い」がある場合も、
ない場合も、同封されています「年金記録回
答票」にて、必ずご回答くださいますようお
願いします。

※特に、３月までに青色の封筒で「ねんきん特
別便」が届いた方は、年金記録にもれがある
可能性が高い方です。「ねんきん特別便専用ダ
イヤル」にお電話いただきますと、結びつく
可能性のある記録についてお答えできます。

※平成８年以前に旧姓で年金に加入していた方
は、記録がもれている可能性がありますので
ご注意願います。

　

年金記録の確認にご協力ください年金記録の確認にご協力ください

ご確認いただくに当たっては

「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。

　一般電話・携帯電話　0570－058－555

　ＩＰ電話・ＰＨＳ　　03－6700－1144
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敬老の日

秋分の日

　岩内保健所では、９月30日まで特定疾患・ウイルス

性肝炎・橋本病等の医療受給者証の更新申請を受付けて

います。

　この受給者証（白色、ピンク、薄緑色）の有効期間は

平成20年９月30日までとなっていますので、継続を希

望される方は、必要書類を添えて手続きをしてください。

（関係書類は、昨年受給者証を送付した際同封しました。）

　なお、今年から、９月30日までに更新申請されない

場合は、新たに認定申請を行っていただくことになりま

した。

　手続きが複雑になるほか、認定基準が厳しくなったり、

提出される時期によっては、医療費の助成が受けられな

い期間が生じます。

　是非、９月30日までに更新手続きをすましてください。

　なお、岩内保健所のホームページにも詳しく登載され

ていますので参考にしてください。

問い合わせ
・北海道岩内保健所　健康推進課主査（保健予防）

　　TEL：0135－62－1537
　　FAX：0135－63－0898

平成20年度特定疾患及び
ウイルス性肝炎進行防止対策･
橋本病重症患者対策医療受給者証
更新(継続)申請について

平成20年度特定疾患及び
ウイルス性肝炎進行防止対策･
橋本病重症患者対策医療受給者証
更新(継続)申請について

　高校、短大、大学などへの入学時や

在学時に必要となる教育資金（入学金、

授業料、アパート・マンションの敷金・

家賃、教材費など）にご利用いただけ

ます。

国民生活金融公庫からのお知らせ

「国の教育ローン」のご案内
国民生活金融公庫からのお知らせ

「国の教育ローン」のご案内

問い合わせ
・国民生活金融公庫小樽支店

　　TEL　0134－23－1167

・教育ローンコールセンター

　　TEL　0570－008656

・ホームページ

　　http://www.kokukin.go.jp/
・携帯電話ホームページ

　　http://www31.ocn.ne.jp/~nlfc_kyouiku/

ご 融 資 額

ご返済期間

利　　　率

学生・生徒お一人につき 200万円以内

10年以内

年2.65％（固定利率､平成20年7月11日現在）

・事前予約制
・予約受付　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３(佐藤精肉店となり)

・緯 0135-62-8373

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

３日（水）10日（水）17日（水）24日（水）９月

９月の相談日程９月の相談日程

９月の９月の９月の

救急当番医救急当番医救急当番医

診療時間
９時～17時まで

問い合わせ先

岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

不燃（粗大含む）ごみ受入停止日不燃（粗大含む）ごみ受入停止日

■受入停止日　９月29日(月)■■受入停止日　９月29日(月)■

９月７日(日)

　　14日(日)

　　15日(月)

　　21日(日)

　　23日(火)

　　28日(日)

万 代 ク リ ニ ッ ク

前 田 医 院

大井内科消化器科医院

千 葉 外 科 医 院

石山内科クリニック

岩 内 協 会 病 院

15 ● 広報 とまり　2008年９月号 ●

　職場でのトラブル（解雇、配置転換、賃下げ、いじめ

など）でお困りではありませんか。

　北海道労働局の各総合労働相談コーナーでは、こうし

た労働相談に応じて各種情報をご提供するとともに、無

料・簡易・迅速な紛争解決システムとして、「あっせん」

などのサービスをご用意しております。

　あっせん制度の概要などは、次の札幌総合労働相談コ

ーナーまたは最寄りの労働基準監督署にご相談ください。

職場でのトラブルでお困りのみなさまへ職場でのトラブルでお困りのみなさまへ
～総合労働相談コーナーがお手伝いします～

問い合わせ
・札幌総合労働相談コーナー
　　札幌市中央区北３西３ NORTH３･３ビル４階
　　TEL　011－223－8712 (相談時間は９:00から
　　　　　16:30､ 土日祝日､ 年末年始を除きます｡ )
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